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■アクセス／金沢西ICから車で15分
■お問合せ／金沢市観光協会
  　　　　　  tel.076-232-5555 

  

華やかな文化に彩られ、隆盛を極めた華やかな文化に彩られ、隆盛を極めた 金沢市金沢市
日本三名園と称される兼六園を筆頭に、金沢城公園、茶屋街、武家屋敷など、華やかな文化に
彩られた日本を代表する古都のひとつ。加賀百万石の城下町として繁栄し、江戸時代の情緒
が今も色濃く漂う。11月21日（金）～30日（日）には「金沢城・兼六園ライトアップ～秋の段Ⅱ～」
（17：30～21：00）が行われ、昼とは別の趣が楽しめる。

城下町の佇まいや当時の町割りが現存し、江戸時代の城下町絵図を手に今
も街中の散策を楽しめる「古地図で歩ける町」。吉田松陰、高杉晋作など幕末
の志士たちが活躍した地としても有名。明治維新から150年の年である
2018年に向け、ガイドと巡る歴史ウォークを開催中。

■アクセス
　中国自動車道絵堂ICから
　約20分 
■お問合せ
　萩市観光協会
　tel.0838-25-1750

キーパーのある風景

今年40周年を迎えたグラバー園内にある旧グラ
バー住宅は築150年。現存する日本最古の木
造洋風建築であり国指定重要文化財。屋根裏
にある隠し部屋は伊藤博文など幕末の志士た
ちの密会に使われたりと、グラバーの商人として
だけではない、明治維新の陰の功労者としての
一面もうかがわせる。

［グラバー園管理事務所］
長崎県長崎市南山手町8番1号
tel.095-822-8223

グラバー園  旧グラバー住宅
国指定史跡である1636年に造られたこの人工
島は、元々ポルトガル人の住居地であったが、島
原の乱を経てオランダ人が住むようになった。対
オランダ貿易などが行われ、鎖国時代には日本
唯一の西欧に開かれた窓であった。着物姿でタ
イムスリップ気分を味わいながら島内を散策する
ことができる（着付込•30分500円）。

［長崎市経済局文化観光部出島復元整備室］
長崎県長崎市出島町6-1
tel.095-829-1194

出島
とらふぐの生産量日本一の長崎県ならではのイ
ベント。期間中（11月29日～12月23日）は「とら
ふぐ・かき料理フェア」と銘打ち、周辺の店舗で
とらふぐと牡蠣の料理が提供され存分に「長崎
の味」を食すことができる。また、11月29日（土）
のオープニングイベントでは牡蠣焼きバーベ
キューや、活魚•鮮魚などの販売も行われる。

［長崎市たちばな漁業協同組合］
長崎市戸石町1519番地34
tel.095-830-2236

戸石とらふぐ・かき祭り
長崎市民が平和への願いを託した「平和公
園」。誰もが知る「平和祈念像」は公園内の「願
いのゾーン」にあり、原爆投下日の8月9日にはこ
の像を前に平和を誓う式典が行われ、その思い
を世界に伝える。他にも「祈りのゾーン」や「長崎
原爆資料館」のある「学びのゾーン」がある。

［長崎市建設局都市計画部　みどりの課］
長崎市桜町6-3(別館4階)
tel.095-829-1171

平和公園
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江戸時代末期の屋敷割や母屋、門、蔵の屋敷構え、枡型地形など武家町の特
性を残した伝統的な町並みが見所。その格式高い雅な景観は国の重要伝
統的建造物群保存地区に選定され、訪れる人々を魅了する。小正月に行わ
れる「角館の火振りかまくら」をはじめ、季節ごとに行われる祭りも有名。

■アクセス
　秋田自動車道大曲ICから
　約45分または東北自動車道
　盛岡ICから約1時間20分
■お問合せ
　角館町観光協会
　tel.0187-54-2700

古い町並、朝市、多彩なグルメ、高山祭など、商家町ならではの魅力が詰
まった人気の観光地。飛騨の匠の技と町衆の心意気を今に伝える日本の
原風景は海外でも高く評価され、仏ミシュランの旅行ガイドに3ツ星で
紹介されたほど。

■アクセス
　中部縦貫道高山ICから
　約１０分
■お問合せ
　高山市観光課
　tel.0577-32-3333（代）

「世界新３大夜景」が輝く街。「世界新３大夜景」が輝く街。
平和を願う人々の心も光り平和を願う人々の心も光り
独特な歴史ある街並みを照らしだす。独特な歴史ある街並みを照らしだす。

長崎市
長崎県

◉

匠の技と町衆の心意気を今に伝える匠の技と町衆の心意気を今に伝える 高山市高山市

宍道湖に面した「出雲の国の小京都」。松江城の北堀に沿って走る塩見縄
手は東西におよそ500mの白壁と板塀が建ち並び、城下町の面影を留め
ている。また、市内には大小800近くの橋が架けられ、水の都とも称され
る。松江城周辺の堀川を巡るガイド付きの遊覧船観光も人気だ。

■アクセス
　松江道路松江西ICから
　約10分
■お問合せ
　松江観光協会
　tel.0852-27-5843

大自然の息吹と悠久の歴史が融合する大自然の息吹と悠久の歴史が融合する 松江市松江市
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四季折々の情緒が人々を魅了する四季折々の情緒が人々を魅了する 角館町角館町古地図で辿る城下町と幕末志士の面影古地図で辿る城下町と幕末志士の面影 萩市萩市

〈ひがし茶屋街〉写真提供：金沢市

〈菊屋横町〉 〈武家屋敷・石黒家〉

〈堀川めぐり〉 〈古い町並〉
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※写真はイメージです。


